
黄
道
周
獄
中
手
書

《
孝
経
》

一
、
伝
来
す
る
黄
道
局
審
跡
《
孝
経
》

黄
道
府
(
…
五
八
五

i
二
ハ
問
中
ハ
)
の
獄
中
手
書
《
孝
経
》
は
、

「
人
間
の
烹
支
」
「
天
地
の
至
宝
」
と
し
て
、
そ
の
没
後
甚
ぐ
か
ら
清

米
ま
で
ず
っ
と
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
器
商
法
芸
術
の

風
格
の
み
な
ら
ず
、
「
明
季
狐
忠
の
気
を
以
て
、
先
聖
教
学
の
経
を

「
忠
孝
の
気
欝
然
」
と
評
さ
れ
る
人
品
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

二
、
‘
?
、
A

0

3
日
F

、、
l
u
u屯

昔
、
顔
清
毘
(
真
卿
)
の
書
家
推
し
て
麿
代
の
冠
と
為

す
。
良
に
公
の
平
生
の
忠
義
諜
然
た
る
に
出
る
。
後
世
其
の
人

を
重
ん
じ
、
兼
ね
て
其
の
蓄
を
愛
す
な
り
。
:
:
:
黄
石
斎
先

生
、
明
季
孤
忠
の
気
を
以
て
、
先
聖
教
学
の
経
を
写
す
。
其
の

楢
格
進
婚
に
し
て
、
直
ち
に
鍾
主
に
一
通
る
。
淘
に
人
間
の
至
宝

な
り
。
石
斎
先
生
、
《
孝
経
》
を
掛
一
一
間
し
、
余
曾
て
二
本
を
克
る
。

其
の
一
は
女
靖
の
秋
務
の
収
す
る
所
為
り
。
余
以
て
同
年
(
進

考

二
μ
-

~VI1 

利

内

治

士
・
七
六

O
)
の
皐
秋
帆
制
府
に
殆
る
。
其
の
一
は
即
ち
此

の
冊
な
り
。
…
帝
が
郷
の
郡
太
守
和
潜
斎
先
生
の
蔵
す
る
所
為

り
。
字
体
正
に
復
た
棺
似
す
。
乾
騒
辛
亥
(
一
七
九
こ
上

春
、
獲
て
府
署
の
雅
嬢
営
一
に
観
る
。

ー
王
文
治
吋
快
雨
堂
題
政
」
巻
五
「
黄
石
斎
先
生
孝
経
」

(
呉
孟
挙
)
嘗
て
謂
へ
ら
く
、
黄
石
斎
の
冊
一
一
同
法
、
中
品
に
入
ら

ず
、
獄
中
に
写
く
所
の
《
孝
経
》
、
一
巡
勤
整
粛
に
し
て
、
忠
孝

の
気
欝
然
と
し
て
、
真
に
天
地
の
至
宝
な
り
。
「
石
斎
を
減
葬

し
て
真
蹟
在
る
は
、
書
法
に
縁
ら
ず
し
て
也
流
伝
す
」
の
句
有

り
と
。

i
民
霞
初
・
楊
鍾
義
喜
三
橋
詩
話
三
集
』
巻
三

五
文
治
(
一
七
一
一
一

0
1
一八

O
ニ
)
は
、
黄
道
局
の
手
書
《
孝
経
》

を
こ
本
見
、
そ
の
一
本
を
畢
況
に
贈
っ
た
と
記
し
、
指
書
は
鍾
綴
・

王
義
之
に
一
通
る
と
高
く
評
価
し
な
が
ら
、
「
明
季
孤
忠
の
気
を
以
て
、

先
聖
教
学
の
経
を
写
す
」
こ
と
に
、
よ
り
重
き
を
置
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
「
先
聖
教
学
の
経
」
は
恐
ら
く
《
孝
経
》
を
指
す
で
あ
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ろ
う
。ま

た
呉
之
振
(
一
六
回

0
1
一

七

一

七

、

字

は

は

、

呂

留

泉
・
山
口
(
自
枚
ら
と
吋
宋
詩
紗
い
を
刊
行
(
一
六
七
一
)
し
、
宋
詩
を

提
唱
し
た
文
人
で
あ
る
が
、
黄
道
田
川
の
盛
一
一
間
跡
の
収
蔵
と
伝
来
は
、
そ

の
書
法
芸
術
に
よ
ら
ず
、
「
忠
孝
の
気
欝
一
然
」
た
る
入
品
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
批
評
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
伝
来
す
る
黄
道
局
の
翠
跡
本
〈
孝
経
》
に
は
次

の
七
件
が
あ
る
。

①
構
蜘
一
一
悶
《
孝
経
定
本
冊
第
一
一
一
十
四
本
》
東
京
国
立
博
物
館
蔵

山
中
制
禎
辛
巳
(
十
四
年
)
晶
一
一
間
(
注
1
)

②
横
書
《
孝
経
定
本
冊
第
十
七
本
》
台
北
故
宮
博
物
続
蔵

出
来
禎
辛
巳
(
十
四
年
)
冊
一
一
間
(
注
2
)

③
機
設
問
《
孝
経
定
本
冊
》
北
京
故
宮
博
物
悦
蔵

山
町
ポ
禎
半
日
(
ト
四
年
)
骨
一
一
円
(
注
3
)

④
構
帯
雨
〈
孝
経
定
本
mw》
一
括
陽
故
宮
博
物
院
蔵
(
注
4
)

⑤
橋
一
難
問
《
孝
経
mm》
広
東
省
際
物
館
蔵

山
中
前
禎
辛
巴
(
十
四
年
)
世
一
間
(
注
5
)

⑥
行
書
〈
孝
経
冊
》
一
白
冷
印
社
蔵

山
中
尉
禎
辛
臼
(
十
四
年
)
甜
一
回
(
註
6
)

⑦
行
脅
《
孝
経
巻
》
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵

山
中
が
禎
辛
巳
(
十
四
年
)
(
投
7
)

ま
た
墨
跡
本
《
孝
経
煩
》
に
次
の
一
件
が
あ
る
。

③
横
書
《
孝
経
頒
冊
》
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵

山
一
ポ
禎
辛
己
(
十
四
年
)
書
(
注
8
)

書
道
史
上
、
苦
(
道
局
一
は
明
末
清
初
を
代
表
す
る
書
人
と
し
て
、
特

に
長
条
一
瞬
形
式
に
よ
る
行
革
書
に
名
を
留
め
る
が
、
そ
の
一
方
で
橋

警
の
墨
跡
も
少
な
か
ら
ず
伝
来
す
る
。

そ
の
中
で
、
《
孝
経
》
関
係
が
七
件
も
伝
来
す
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
事
実
で
あ
る
。
他
に
伝
来
す
る
書
跡
《
孝
経
》
と
し
て
は
、
賀

知
章
の
墨
跡
本
《
革
晶
一
一
回
孝
経
》
や
玄
宗
皇
帝
の
刻
石
本
《
石
ム
口
孝

経
》
が
あ
る
が
、
間
一
人
物
の
書
跡
《
孝
経
》
が
か
く
も
多
く
伝
来

す
る
事
例
を
知
ら
な
い
。
黄
道
局
は
何
故
に
多
く
の
《
孝
経
》
(
お

よ
び
ハ
孝
経
定
本
》
)
を
書
写
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
冊
一
一
間
写
年
が
山
中
京
被
辛
巴
(
十
四
年
)
に
集
中
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
な
ぜ
こ
の
年
に
集
中
し
て
《
孝
経
》
を
手
書
し
た
の
か
。
こ
の

点
は
先
の
疑
問
点
と
関
連
す
る
。

更
に
①
「
第
三
十
四
本
」
や
②
「
第
十
七
本
」
は
一
体
何
を
意
味

す
る
の
か
。
ま
た
と
《
孝
経
定
本
》
と
に
差
異
が
あ
る
の
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か
も
疑
跨
で
あ
る
c

図
っ
て
小
稿
で
は
、
業
道
局
の
稽
量
一
自
暴
一
跡
の
代
表
作
の
一
と
見
な

し
う
る
内
孝
経
》
の
書
写
動
機
を
明
白
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上

記
の
疑
問
を
解
明
し
、
併
せ
て
黄
道
周
の
遺
跡
《
孝
経
》
の
伝
来
意



載
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
一
、
投
獄
事
件

黄
道
用
が
投
獄
さ
れ
た
期
間
は
、
崇
禎
十
三
年
(
農
民
・
六
四

O
)
八
月
か
ら
十
四
年
(
辛
巴
・
二
ハ
間
二
十
二
月
ま
で
の
約
一

年
半
(
十
五
ヶ
月
)
で
あ
り
、
翌
十
五
年
二
月
に
は
離
京
し
て
い

る
。
門
人
洪
京
梼
の
一
ず
で
あ
り
、
同
じ
く
何
人
の
洪
思
の
撰
に
な
る

早
期
子
年
譜
」
(
略
称
「
洪
譜
」
)
崇
禎
十
一
一
一
年
か
ら
十
五
年
の
項
は

次
の
よ
う
に
記
す
(
傍
線
部
引
用
者
、
注
9
)
。

十
一
一
一
年
庚
一
成
、
黄
子
五
十
有
六
歳
。
北
山
に
在
り
墓
を
守
る
。

:
:
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
江
西
巡
揮
の
解
公
、
議
は
学
龍
、
薦

刻
を
以
て
関
し
、
関
し
て
逮
命
下
る
。
子
(
黄
道
局
)
報
を
開

き
、
即
ち
五
丹
二
十
三
告
に
於
て
纂
を
辞
し
道
に
就
く
。
特
に

縫
騎
尚
ほ
南
島
に
在
り
。
:
:
:
南
関
聞
に
歪
り
逮
ふ
る
を
開
き
、

諸
子
依
依
と
し
て
去
ら
ず
、
問
問
に
北
上
せ
ん
と
欲
す
。
.

子
、
乃
ち
七
月
に
於
て
京
に
一
主
り
、
綻
騎
以
慨
す
。
中
旨
未
だ

下
ら
ず
、
而
し
て
計
部
主
事
の
葉
公
、
誇
は
廷
秀
、
毅
然
と
し

て
上
疏
し
、
身
、
を
以
て
罪
を
代
は
ら
ん
こ
と
を
藷
ふ
。
葉
公

は
、
撲
州
の
人
な
り
。
登
第
し
て
後
、
貌
瑠
を
以
て
の
故
に
出

で
ず
。
:
:
:
葉
公
乃
ち
ょ
疏
し
、
子
に
代
は
ら
ん
と
詩
ふ
。
市

し
て
八
月
旨
下
り
、
子
と
解
公
と
各
=
杖
八
十
、
商
摩
司
に
問

獄
中
に
在
り
て
門
人
に
与
ふ
る
警
に
日

る
時
に
於
て
自
ら
車
内
を
褒
み
、
僕
、

血
肉
の
繍
る
特
に
於
て
自
ら
仁
義
を
褒
む
。
悠
悠
た
る
命
な

り
、
誰
か
談
ず
る
者
為
ら
ん
。
」
と
。
子
、
病
に
献
す
こ
と
八

十
余
目
、
足
を
抱
き
首
を
扶
へ
、
僅
か
に
能
く
起
立
す
る
の

み
。
子
の
清
苦
天
下
に
問
え
、
諸
の
獄
役
は
惟
だ
自
に
紙
札
を

剰
叫
引
制
削
引
割
引
割
以
ペ
引
ォ
刻
吋
付
朝
樹
判
ポ
劃
割
以
引

役
銭
に
当
て
、
寄
せ
し
《
孝
経
》
一
百
二
十
本
、
各
E
賛
義
有

り
、
本
本
各
t
別
に
し
て
、
皆
役
卒
の
為
に
持
ち
去
ら
れ
、
今

日
に
散
逸
し
て
復
た
見
る
べ
か
ら
ず
。
:
:
:
未
だ
幾
な
ら
ず
し

て
、
復
た
西
庫
に
過
る
。
諸
中
の
貴
人
皆
朱
生
(
永
明
)
に
図

り
て
子
の
筆
札
を
燐
ひ
、
故
に
皇
上
も
亦
た
宮
中
に
於
て
時
時

子
の
者
一
周
せ
し
一
所
の
《
孝
経
》
を
見
、
指
し
て
名
を
治
る
と
臼

ふ
。
:
:
:
(
徐
)
仲
吉
乃
ち
復
た
疏
を
出
だ
し
て
施
(
邦
曜
)

公
に
参
す
。
お
堂
の
馬
八
ム
、
詩
は
思
理
、
司
に
告
げ
、
一
室
に

仲
吉
と
与
に
せ
し
む
。
宮
下
り
、
杖
一
一
日
、
並
び
に
向
に
謀
る

の
指
使
を
究
一
世
間
す
。
施
公
落
職
し
て
家
に
思
り
、
馬
公
逮
は
れ

詔
獄
に
付
さ
る
由
乃
ち
又
た
葉
公
廷
秀
を
追
論
し
、
復
た
逮
は

れ
て
北
寺
に
歪
り
、
向
日
対
簿
し
、
諸
君
子
累
累
然
と
し
て
司

廷
を
椙
望
む
も
、
未
だ
相
識
る
能
は
ず
。
:
:
:
蓋
し
当
時
の
牽

連
二
十
人
に
幾
し
。
:
:
:
十
二
月
、
詩
室
を
過
る
。

擬
を
発
す
。

ノ
く
、
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十
四
年
半
巴
、
黄
子
五
十
有
七
歳
。
誘
室
に
在
り
。
十
一
月
、

別
部
、
誠
(
判
決
)
を
擬
す
。
子
乃
ち
上
疏
す
。
・
:
・
:
十
二

月
、
又
疏
す
。
:
:
:
疏
上
り
、
辰
陽
に
諮
成
せ
ら
る
。
解
公
、

楽
公
、
馬
公
と
徐
仲
吉
、
亦
た
各
2
関
に
、
楚
に
、
辰
州
に
分

成
せ
ら
る
。

黄
子
五
十
有
八
歳
。
春
二
月
、
京
を
出
で
、
将

に
楚
に
適
か
ん
と
し
て
、
道
を
取
り
て
大
携
に
至
る
。

文
中
の
「
緩
騎
」
は
罪
人
を
逮
捕
す
る
役
人
で
あ
り
、
山
中
京
禎
帝
が
放

っ
た
ス
パ
イ
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
紫
禁
城
警
護
の
禁
軍
錦
衣
衛
に

「
詔
獄
」
が
漬
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
正
規
の
裁
判
を
通
さ
な
い
君

主
直
属
の
監
獄
で
あ
り
、
君
、
王
の
命
令
一
つ
で
簡
単
に
人
を
罪
す
る

こ
と
が
で
き
、
リ
ン
チ
と
も
い
え
る
過
酷
な
拷
問
が
臼
常
的
に
行
わ

れ
て
い
た
。
黄
道
局
は
、
山
中
市
禎
帝
か
ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
綻
騎
に

逮
捕
さ
れ
て
「
詔
獄
」
に

λ
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
下
さ
れ
た
刑
が

「
杖
八
十
」
で
あ
り
、
そ
の
後
「
西
庫
」
に
旋
回
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
胎
庫
」
は
司
法
を
掌
る
行
政
官
庁
、
別
部
の
俗
称
で
あ
り
、
「
白
雲

庫
」
と
も
い
う
。
さ
ら
に
「
諸
笠
」
に
移
送
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

「
北
鎮
撫
司
」
の
別
称
で
あ
り
、
俗
称
「
北
口
町
」
「
北
寺
」
と
も
い

う
。
明
代
軍
事
官
制
の
一
に
、
宮
府
「
京
街
指
揮
使
司
」
が
あ
り
、

官
名
「
指
揮
使
」
を
岬
隠
さ
京
師
禁
衡
を
掌
握
し
た
。
禁
衛
に
は
上
護

衛
・
高
京
街
・
北
京
衛
の
一
一
一
衛
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鎮
瓶
一
月
」
を

設
け
た
が
、
北
京
衛
の
鎮
撫
育
が
「
北
鎮
撫
弓
」
で
あ
り
、
ス
パ
イ

行
為
を
行
う
権
限
を
持
ち
、
平
民
や
一
般
官
吏
を
抑
圧
し
、
南
鎮
撫

司
と
と
も
に
横
暴
を
極
め
た
。
ま
た
上
蓋
衛
の
親
軍
指
揮
使
司
に
は

二
十
六
衛
が
あ
り
、
錦
衣
衛
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
(
注
目
)
。

黄
道
局
の
逮
捕
、
受
剤
、
移
送
、
拷
問
、
出
獄
な
ど
の
経
緯
を
、

こ
の
時
期
に
蜜
聞
か
れ
た
黄
道
局
の
詩
文
に
基
づ
き
、
整
理
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
(
注
日
)
。

十
三
年
七
月
下
旬

i
高
畠
で
逮
捕
、
北
京
に
護
送
。

間
八
月
一
日
・
ニ
自
!
「
杖
八
十
」
の
刑
を
受
げ
る
。

そ
の
後
刑
部
に
旋
回
さ
れ
る
。

向
十
二
月
下
旬
!
北
鎮
撫
売
に
移
送
、
拷
問
さ
れ
る
。

十
四
年
五
月
二
十
日

i
刑
部
に
返
送
さ
れ
る
。

間
十
二
月
十
九
日
;
出
獄
、
別
部
判
決
「
湖
南
辰
穆
左
遷
」
。

そ
も
そ
も
、
黄
道
局
が
認
獄
に
投
獄
さ
れ
た
事
件
の
発
端
は
沼
月
に

遡
る
。
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一
変
四
月
戊
午
、
江
西
巡
撫
余
都
御
史
解
学
龍
及
び
挙
ぐ
る
所
の

黄
道
潟
を
逮
ふ
。

i

日
μ

史
い
巻
二
十
四
・
荘
烈
帝
本
紀

夏
四
月
戊
午
、
巡
撫
江
西
右
愈
都
御
史
解
学
龍
、
佐
領
官
及
び

政
司
都
事
の
黄
道
局
を
薦
挙
す

Q

送
局
の
「
党
邪
乱
政
」
、
学

龍
の
「
続
法
狗
私
い
を
以
て
、
倶
に
逮
へ
刑
部
の
獄
に
下
し
、

廷
杖
し
、
成
を
論
ず
口

i
吋
崇
禎
実
録
い
巻
之
十
三



ら
、
崇
禎
ぃ
帯
よ
り
逮
捕
の
箆
旨
が
.
下
っ
た
日
は
、
四
月
戊
午

(
七
日
)
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

解
学
龍
(
字
は
石
帆
)
は
、
江
蘇
興
化
の
出
身
で
、
万
潜
四
十
一

年
の
進
士
。
金
華
・
東
日
間
被
官
を
経
て
、
天
啓
二
年
(
黄
道
周
と
間

年
進
士
)
に
刑
科
給
事
中
に
昇
進
し
た
が
、
五
年
に
「
東
林
党
」
一

派
と
し
て
籍
を
削
ら
れ
た
。
崇
禎
元
年
、
一
戸
科
都
総
事
中
に
復
宮

し
、
し
ば
し
ば
収
賄
官
僚
を
糾
弾
し
、
多
く
建
策
を
行
っ
た
。
後
に

太
常
少
卿
、
太
僕
郷
に
選
り
、
五
年
に
江
西
巡
撫
に
改
め
ら
れ
る
。

十
二
年
冬
、
南
京
兵
部
右
侍
郎
に
昇
格
し
、
十
一
一
一
年
春
、
赴
任
前
に

出
例
に
従
い
、
黄
道
局
を
推
挙
し
た
と
こ
ろ
、
黄
道
府
と
も
ど
も
諮

獄
に
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
洪
諮
問
」
引
用
文
審
議
の
「
未
だ
幾
な

ら
ず
し
て
江
西
巡
搬
の
解
公
、
誇
は
学
龍
、
薦
刻
を
以
て
儲
し
、
市

し
て
逮
命
下
る
」
は
そ
の
こ
と
を
指
す
。
「
薦
刻
ん
と
は
人
材
を
薦

め
る
公
般
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
解
学
箆
の
推
挙
が
黄
道
局
逮
捕
の
引
き
金
と
な
り
、
山
中
市
禎
帝

か
ら
「
党
邪
乱
政
」
、
す
な
わ
ち
結
党
し
政
治
を
乱
す
と
の
嫌
疑
が

か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
黄
道
潤
は
、
山
中
京
禎
十
一
年
(
戊
寅
・
一
六
一
一
一
八
)
八
月
に
、

楊
協
同
日
間
・
陳
振
甲
ら
が
「
奪
情
」
し
て
ま
で
入
閣
し
た
こ
と
に
反
対

し
、
一
一
一
度
上
奏
文
を
奉
っ
た
。
そ
の
た
め
、
崇
禎
帝
の
怒
り
を
畏

い
、
「
一
部
出
中
健
乱
」
と
い
う
罪
に
擬
せ
ら
れ
、
八
丹
に
江
西
布
衣
政

司
都
一
事
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
投
獄
事
件
は
、
崇
禎
帝
の
黄
道
局
応
対
す
る
、
三

年
越
し
の
不
信
と
怨
惑
の
増
幅
に
起
因
す
る
。
こ
の
不
信
と
怨
惑
は

異
常
な
ほ
ど
執
掲
で
、

是
の
時
に
当
り
、
告
し
て
公
行
を
一
計
き
、
小
人
創
り
て
「
福

党
」
の
説
を
為
し
、
以
て
上
の
怒
り
を
激
し
、
必
ず
先
生
を
殺

し
て
後
己
ま
ん
と
欲
す
。

ー
黄
宗
義
撰
話
μ

儒
学
案
」
巻
五
十
六

と
、
山
中
市
禎
帝
は
黄
道
府
を
殺
そ
う
と
ま
で
し
て
い
た
。
「
福
党
」
の

説
と
は
、
福
建
出
身
の
人
間
が
党
派
を
組
む
と
い
う
控
造
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
黄
道
局
の
み
な
ら
ず
、
「
筆
連
二
十
人
に
幾
し
」
と
、

多
く
の
人
達
が
連
座
し
た
。
黄
文
燥
、
様
天
定
、
文
震
亨
、
孫
嘉

鎮
、
揚
廷
麟
、
劉
履
丁
、
菅
一
獲
河
、
国
諮
ら
が
連
座
し
、
特
に
解
学

龍
、
禁
廷
秀
、
馬
思
理
、
捻
仲
吉
は
そ
れ
ぞ
れ
関
、
楚
、
辰
州
に
左

遷
さ
れ
た
。
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一
一
一
、
獄
中
手
書
《
孝
経
》

黄
道
局
の
年
譜
及
び
伝
記
資
料
か
ら
、
《
孝
経
》
書
写
に
関
す
る

事
項
を
検
討
し
て
み
る
(
注
ロ
)
。

同
じ
く
門
人
の
荘
起
俸
の
編
「
津
浦
黄
先
生
年
譜
」
(
略
称
「
荘

譜
」
)
の
崇
禎
十
三
年
の
項
は
次
の
よ
う
に
記
す
。



先
生
既
に
清
苦
を
以
て
に
関
え
、
諸
の
獄
卒
は
皆
敢
へ
て

望
み
を
先
生
に
有
た
ず
、
惟
だ
尽
に
紙
溺
を
奉
じ
て
先
生
の
童
聞

を
ち
ふ
。
先
生
時
時
に
為
に
〈
孝
経
》
を
帯
一
一
回
き
以
て
役
銭
に
当

つ
。
凡
そ
手
設
問
〈
孝
経
》
一
百
二
十
本
、
皆
獄
卒
の
持
ち
去
る

を
以
て
、
散
尽
し
余
無
し
O
i
-
-
-
宿
し
て
諸
中
の
費
入
、
織
に

朱
生
に
国
り
、
其
の
間
に
先
生
の
筆
劉
を
購
ふ
を
以
て
の
故
に

県
上
も
亦
た
宮
中
に
於
て
時
時
先
生
の
警
せ
し
所
の
《
孝
経
》

を
見
、
指
し
て
名
を
治
る
と
臼
ふ
。

こ
の
…
文
は
先
に
引
用
し
た
「
洪
譜
」
傍
線
部
と
ほ
ぼ
向
文
で
あ

る
。
一
向
譜
の
文
議
か
ら
、
獄
卒
に
誇
わ
れ
て
、
黄
道
用
は
獄
中
で

金
子
経
》
一
白
ご
十
本
を
骨
一
一
間
き
、
金
銭
と
引
き
換
え
に
持
ち
去
ら
れ
、

手
元
に
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
《
孝
経
》
が
宮
中
の
皇

帝
の
自
に
止
ま
り
、
売
名
行
為
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
。

ハ
孝
経
》
書
写
の
よ
り
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
清
・
下
、
氷
叫
仲
間

(
…
六
四
五

i
…
七
三
一
)
の
吋
式
吉
堂
書
商
品
説
考
い
お
よ
び
黄
道
局

の
全
集
可
知
涼
浦
集
い
(
注
目
)
に
関
連
す
る
記
載
が
あ
る
。

《
孝
経
》
を
写
く
こ
と
己
に
五
十
部
を
過
ぎ
、
意
も
亦
た
檎
倦

む
。
別
に
起
草
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
又
一
皆
無
き
を
苦
し
む
。
毎

に
一
事
を
惣
ひ
、
陸
自
し
て
長
嘆
す
る
の
み
。
尊
翁
の
資
如
何

に
受
く
可
付
ん
。
今
籍
り
し
《
孝
経
》
二
本
、
て
之
を
還

さ
ん
。

!
吋
式
古
堂
書
画
業
考
」
巻
之
二
十
八
「
黄
銀
山
の
蒋
八
公

(
徳
環
)
に
与
ふ
る
札
二
巻
の
こ
(
「
黄
湾
浦
集
』
未
収
)

井
底
に
星
辰
を
望
み
、
率
率
と
し
て
《
今
文
》
六
十
五
本
を
書

せ
し
に
、
意
倍
む
こ
と
甚
だ
し
。
乃
ち
少
時
を
取
り
、
《
定
本
》

之
を
晶
一
一
回
す
こ
と
又
二
十
五
本
な
り
。
:
:
:
唐
人
自
り
市
下
、
異

議
開
ま
輿
り
、
先
儒
も
亦
た
茸
(
の
間
関
誤
を
疑
ふ
。
近
ご
ろ
会
稽

虞
本
及
び
中
州
呂
本
、
吾
郷
(
福
建
)
の
京
子
刻
、
皆
国
学
の

頒
く
る
所
の
石
台
に
依
る
の
み
。
此
の
中
室
田
無
く
、
復
た
記
憶

せ
ず
、
壌
に
《
定
本
》
を
蓄
す
も
、
容
舌
を
滋
ほ
し
、
毅
貞
の

義
に
乗
ず
る
脊
る
を
恐
る
。
今
日
に
書
せ
ず
。
願
は
く
は
ム
ロ
翁

為
に
其
の
続
を
掩
ふ
な
り
。
《
今
文
》
皆
な
散
去
し
、
唯
だ

《
定
本
》
の
み
…
ニ
吾
輩
の
処
に
在
り
。
諸
の
煩
礁
を
想
省
す
、

教
へ
を
得
る
こ
と
甚
だ
感
感
な
ワ
。

!
向
「
黄
銀
山
の
蒋
八
公
に
与
ふ
る
札
二
巻
の
二
」

ぺ
(
夫
れ
孝
は
)
徳
の
本
な
り
、
教
の
由
ひ
て
生
る
所
な
り
」

は
、
是
れ
一
第
の
金
声
。
「
礼
な
る
者
は
敬
に
し
て
の
み
」
は
、

是
れ
五
擦
の
一
篇
。
其
の
中
、
亨
一
紀
、
明
堂
、
政
剤
、
礼
学
の

条
理
嫁
然
た
り
。
紙
だ
是
れ
心
に
図
り
性
に
鴎
り
、
民
生
を
排

ふ
無
く
、
天
下
を
態
傷
せ
ず
。
仲
尼
の
作
用
、
全
く
此
の
経
に

在
り
、
放
に
日
く
行
は
《
孝
経
》
に
在
る
な
り
と
。
半
日
秋

深

、

:

:

:

襟

て

西

藤

に

在

り

、

比

の

経

百

二
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十
本
を
写
す
。
其
の
七
本
に
「
翻
風
」
を
補
ふ
有
り
、
甚
だ
し

く
は
謂
ふ
無
し
。
六
本
は
蒋
相
関
の
処
に
在
り
、
此
れ
其
の
一

な
り
。
余
の
八
十
本
は
倶
に
石
台
原
本
に
依
る
。
又
一
一
一
十
三
本

は
「
車
修
隊
徳
」
を
以
て
「
天
子
」
の
首
に
移
す
。
関
庫
に
佳

筆
無
く
、
禿
筆
を
保
用
し
之
を
設
問
す
。
此
の
冊
の
如
き
者
は
、

真
に
之
を
瓶
を
覆
ふ
に
府
ふ
可
き
の
み
。
突
未
制
服
丹
ご
十
四

日
。
一
丹
び
此
の

mmを
見
る
、
時
に
鄭
山
に
在
り
。

i
吋
黄
海
浦
集
い
巻
二
十
一
一
一
審
後
「
窓
問
《
孝
経
別
本
V

後」

(
崇
禎
十
六
年
十
ニ
月
二
十
四
日
作
)

賞
子
、
認
獄
中
に
醤
せ
し
所
の
一
百
二
十
本
《
孝
経
》
、
本
本

各
E
論
有
り
、
文
と
義
を
著
し
、
威
な
殊
れ
り
口
抵
(
の
「
庶

人
ん
に
「
詩
」
を
引
く
者
四
十
部
有
り
、
《
別
本
》
と
為
す
。

故
に
一
一
一
十
有
一
一
一
部
に
、
「
小
雅
・
宛
」
の
詩
を
「
庶
人
」
の
首

に
移
す
宿
り
。
七
部
に
「
関
胤
@
七
月
」
の
詩
を
「
庶
人
」
の

尾
に
檎
ふ
有
り
。
今
皆
散
亡
す
、
幸
に
此
の
七
本
猶
ほ
或
ひ
は

尋
ぬ
可
し
。
此
の
本
は
蓋
し
諸
を
徐
待
諮
徳
公
(
仲
苦
)
に
得

た
り
。
余
は
尚
ほ
普
公
蒋
若
榔
(
徳
球
)
の
家
に
在
り
。

i
間
「
室
開
《
孝
経
別
本
》
後
」
洪
思
注

字
を
乞
ふ
者
有
り
、
抑
制
ち
《
孝
経
》
一
一
一
二
本
を
書
し
て
之
に
予

ふ。

i

間
・
巻
首
附
「
比
良
子
伝
」
洪
思
撰

こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
、
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。

a
黄
道
局
は
山
中
間
被
十
四
年
下
半
期
(
五
月
二
十
活
か
ら
十
二
月
十

九
日
ま
で
の
約
八
ヶ
月
)
の
間
に
、
郡
部
の
獄
中
で
《
孝
経
》

十
日
二
十
本
を
書
い
た
。

b
そ
の
《
晶
子
経
》
は
、
詩
経
の
章
句
を
引
い
て
自
身
が
整
理
し
た

自
定
本
〈
孝
経
則
的
本
》
四
十
本
と
、
唐
玄
宗
皇
帝
「
石
台
本
」

に
依
拠
し
た
通
行
本
の
《
今
文
孝
経
》
八
十
本
に
分
け
て
手
書

し
た
。

c
《
孝
経
別
本
V

四
十
本
は
詩
経
「
小
雅
・
(
小
)
宛
」
の
「
戦

戦
競
競
、
如
臨
深
淵
、
如
履
簿
泳
」
(
注
M
)
を
「
庶
人
輩
」

の
間
関
頭
に
霊
く
一
一
…
十
一
一
一
本
と
、
詩
経
「
髄
風
・
七
月
」
の
「
我

稼
既
問
、
上
入
執
宮
功
、
思
一
爾
子
茅
、
宵
爾
索
絢
、
寂
一
其
乗

屋
、
其
始
揺
百
穀
」
を
「
庶
人
輩
」
の
末
尾
に
霞
く
七
本
か
ら

な
る
。
(
「
第
十
七
本
」
と
「
第
三
十
四
本
」
は
と
も
に
後
者
の
併

で
あ
る
。
)

d

《
孝
経
別
本
》
と
《
孝
経
定
本
》
は
実
は
同
一
の
も
の
で
、
違

う
ー
視
点
か
ら
の
呼
び
名
の
相
異
に
過
ぎ
な
い
。

e
《
孝
経
別
本
》
す
な
わ
ち
《
孝
経
定
本
》
は
、
四
十
本
の
う
ち

二
十
五
本
は
親
友
ら
に
摺
っ
た
。
そ
の
う
ち
蒋
徳
環
に
六
本
、

徐
仲
苔
に
一
本
を
贈
っ
た
が
、
当
持
す
で
に
こ
の
七
本
し
か
現

存
し
て
い
な
い
。

f
《
孝
経
》
百
二
十
本
(
八
今
文
孝
経
》
八
十
本
と
《
孝
経
別
本
》
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四
十
本
)
は
、
求
め
に
応
じ
て
、
獄
卒
ま
た
は
他
の
人
に
与
え

た
。
こ
れ
が
後
世
に
伝
来
す
る
。

g
A今
文
孝
経
》
を
五
十
本
、
つ
い
で
六
十
五
本
ま
で
書
い
た
と

こ
ろ
で
、
《
孝
経
別
本
》
(
〈
孝
経
定
本
》
)
を
霊
聞
き
始
め
た
。

h

「
右
台
本
」
に
は
、
当
時
「
会
稽
虞
本
」
、
「
中
州
呂
本
」
、
「
一
福

建
京
子
刻
本
」
が
あ
り
、
す
べ
て
留
学
に
依
っ
て
頒
布
し
た
も

の
で
あ
る
。

黄
道
局
が
獄
中
で
《
孝
経
》
を
書
写
し
た
事
実
は
、
以
上
の
基
本

文
獄
の
ほ
か
、
多
く
の
文
献
が
指
締
す
る
。

公
、
獄
中
に
在
り
て
《
孝
経
》
百
余
本
手
書
し
、
流
伝
し
て
宝

と
為
る
。
!
明
'
葉
景
坊
撰
吋
黄
道
局
一
一
一
恥
伝
い

道
周
、
獄
に
在
り
て
、
〈
孝
経
》
百
余
本
を
手
書
す
。

j
明
・
査
継
佐
撰
定
作
惟
録
い
巻
十
一
…
「
黄
道
局
伝
」

毎
臼
獄
に
在
り
て
、

A

ハ
孝
経
》
を
手
欝
し
、
其
の
天
患
に
感
傾

し
、
知
一
一
一
徳
を
頒
揚
す
る
を
緩
む
。

i

清
・
郁
廷
来
吋
東
南
紀
事
い
巻
一
一
一
「
黄
道
局
伝
」

時
に
道
局
繋
獄
中
に
、
諸
の
獄
吏
臼
に
紙
筆
を
奉
じ
て
蓄
を
乞

ひ
、
道
局
為
に
《
孝
経
》
を
設
問
し
て
役
銭
に
当
つ
、
凡
そ
一
宮

た
ま
た
ま

二
十
本
な
り
。
:
:
:
会
主
諸
の
内
侍
時
に
議
せ
し
所
の
《
孝

経
》
を
購
ひ
内
に
入
れ
、
上
特
に
一
た
び
之
を
見
、
指
し
て
名

を
好
む
と
為
す
。

;
清
・
棟
、
汝
成
等
撰
「
康
熊
津
浦
県
志
」
恭
一
十
五

「
黄
道
局
伝
」

道
局
繋
獄
の
持
、
吏
日
に
紙
筆
を
奉
じ
て
書
を
乞
ひ
、
道
局
一
為

に
《
孝
経
》
凡
そ
一
百
二
十
本
を
書
す
。

i

溝
・
察
世
遠
撰
『
二
希
堂
文
集
』
巻
六

「
黄
道
局
伝
」
修
海
州
府
志
作

公
獄
に
繋
が
れ
、
吏
日
に
紙
筆
を
奉
じ
て
蓄
を
乞
ひ
、
為
に

《
孝
経
》
百
二
十
本
を
室
田
す
。

!
清
・
在
有
典
撰
「
史
外
』
巻
七
「
黄
道
周
伝
」

道
局
獄
に
繋
が
れ
、
吏
呂
に
紙
筆
を
奉
じ
て
蓄
を
乞
ひ
、
為
に

《
孝
経
》
百
二
十
本
を
害
す
。

ー
清
・
徐
蒸
撰
吋
z

小
股
紀
伝
」
巻
二
十
一
二
「
黄
道
局
伝
」

黄
忠
端
、
山
中
尉
禎
辛
巴
に
於
て
、
詔
獄
自
り
刑
曹
を
過
り
、
初
め

て
杖
を
拝
し
、
血
肉
淋
潟
と
し
て
、
敗
九
に
擦
り
て
自
に
《
孝

経
》
凡
そ
百
余
本
を
骨
一
一
聞
き
、
皆
精
機
た
り
。

i
清
・
梁
叢
鐙
吋
退
庵
題
政
」

こ
れ
ら
の
記
載
は
ほ
ぼ
向
文
と
見
な
し
う
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
誤

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

b
-
f
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
《
今
文
孝
経
》

八
十
本
と
内
孝
経
別
本
〉
四
十
本
の
別
が
あ
り
、
求
め
に
応
じ
て
、

獄
卒
ま
た
は
他
の
人
に
与
え
た
点
で
あ
る
。
ま
た
伝
承
さ
れ
る
と
次

の
よ
う
に
一
記
載
さ
れ
る
。
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黄
道
周
、
疏
を
呉
す
毎
仁
、
て
上
競
し
、
従
ひ
て
筆

を
情
は
ず
。
廷
杖
下
獄
に
及
び
、
猶
ほ
《
孝
経
解
V

を
手
書
す

る
が
ご
と
く
、
序
賛
に
…
も
重
な
る
者
無
く
、
毎
本
管
る
こ
と

銀
…
問
、
人
争
ひ
て
之
を
市
ひ
、
以
て
家
珍
と
為
す
。

!
明
・
李
清
吋
一
一
一
郎
…
筆
記
い
附
識
上
・
崇
禎

石
斎
先
生
の
獄
中
、
以
て
自
給
す
る
無
く
、
常
に
《
孝
経
》
を

設
問
し
て
之
を
稼
ぎ
、
毎
本
二
金
な
り
。
ー
沼
町
玄
恭
文
続
紗
い

附
判
明
選
民
で
あ
る
李
塩
(
二
ハ

O
二
i
一
六
八
一
一
一
)
や
帰
荘
(
一
六

一一ニ
rap--)

一
六
七
三
)
の
関
心
は
、
黄
道
局
が
《
孝
経
》
を
書
い
て
売

り
、
金
銭
に
換
え
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
市
場
に
出
回
っ
て
珍
議
さ
れ

た
こ
と
に
移
っ
て
い
る
。

回
、
「
孝
経
い
に
関
す
る
著
述

侯
真
一
平
著
克
典
道
田
川
紀
年
著
述
意
向
酒
考
」
(
一
九
九
五
年
度
門
大
学

出
版
社
)
「
問
、
著
述
版
本
考
(
七
)
立
子
奴
類
」
に
拠
れ
ば
、
黄

道
局
に
は
吋
孝
経
い
の
著
述
が
七
種
あ
る
。

1

3午
経
定
本
い
(
則
的
称

2

2
午
…
総
本
賛
い
(
別
称

3

2
チ
経
辞
義
い
一
巻

4

3
手
経
煩
い
一
篇

5

吋
取
叩
一
世
頒
孝
経
煩
い

吋
孝
経
賛
義
山
)

一
篇

も

、
け
日
刊
4

4

ハド

r
m
h
M
G
mぃ

7 
こ
の
う
ち
6
に
つ
い
て
は
、
「
洪
譜
」
に
記
載
が
あ
る
。

山
宗
禎
十
一
年
戊
賞
、
立
千
経
大
伝
」
を
作
る
。

出一m
禎
十
六
年
笑
来
、
秋
八
月
朔
、
吋
孝
経
集
伝
い
成
り
、
.

子
mu
く
、
辺
孝
経
い
の
書
、
戊
寅
よ
り
起
草
し
、
未
だ
進
呈
を

経
ず
、
乃
ち
九
江
に
於
て
其
の
遺
絡
を
綜
べ
、
以
て
向
人
に
示

す
」
と
。

は
六
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
し
た
立
千
経
』
の

集
大
成
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
こ
の
問
、
黄
道
局
が
獄
中
に
て
百
二

十
本
《
孝
経
》
を
手
書
し
た
こ
と
は
、
一
方
で
「
孝
経
集
伝
」
の
著

述
が
常
に
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
孝
経

集
伝
い
四
巻
は
、
一
福
建
巡
撫
採
進
本
と
し
て
「
四
庫
全
書
』
経
部
・

孝
経
類
に
も
収
録
さ
れ
る
(
注
目
)
。

回
目
た
の
書
、
廷
杖
下
獄
の
特
に
作
る
。
其
の
作
書
の
出
向
、
門
人
の

筆
記
す
る
所
の
者
に
見
ゆ
。i

「
四
庫
全
室
田
総
自
提
要
』
巻
一
ニ
十
二

文
中
の
「
門
人
の
筆
記
す
る
所
の
者
」
と
は
、
次
の
「
孝
経
大
伝

序
」
に
注
し
た
洪
思
を
指
す
。

洪
思
巴
く
、
子
、
経
遊
詩
官
為
り
し
と
き
、
易
・
詩
・
室
田
・
礼

二
十
篇
を
一
一
回
ひ
、
太
子
の
為
に
講
読
す
る
も
、
未
だ
孝
経
に
及
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ば
ざ
る
の
み
。
念
ふ
に
是
の
経
は
六
経
の
本
為
り
、
今
此
の
経

諮
ぜ
ず
、
遂
に
人
心
を
し
て
此
に
歪
ら
し
む
。
楊
嗣
昌
、
陳
振

甲
、
皆
争
ひ
て
奪
精
し
て
起
つ
。
父
を
無
し
君
を
無
す
る
の
一
一
一
一
回

天
下
に
満
ち
、
大
ひ
に
愛
ふ
可
し
。
乃
ち
退
き
て
農
の
経
を
述

べ
、
以
て
議
第
の
関
を
補
は
ん
。
!
「
黄
海
浦
集
い
巻
二
十

こ
の
一
文
は
、
明
ら
か
に
黄
送
局
が
何
故
に
立
子
…
縫
い
に
拘
り
、
執

筆
し
た
か
を
明
快
に
指
摘
し
て
い
る
。
発
端
は
経
笈
で
の
講
義
で

吋
孝
経
い
に
及
ば
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
直
接
的
に
は
、
山
中
市
禎

十
一
年
(
戊
寅
・
一
六
三
八
〉
八
月
に
、
楊
嗣
間
関
・
陳
振
甲
ら
が

「
奪
情
ん
し
て
ま
で
入
閣
し
た
こ
と
に
反
対
し
、
父
子
君
臣
の
一
一
一
一
口
説

の
な
い
状
態
が
天
下
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
憂
え
、
そ
の
大
義
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
黄
道
局
は
「
孝
経
大
伝
序
〕
の
冒
頭

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

践
、
立
を
縫
い
な
る
者
を
観
る
に
、
道
徳
の
淵
源
、
治
化
の
綱

領
な
り
、
六
経
の
本
、
皆
吋
孝
緩
い
よ
り
出
で
、
指
し
て
吋
小

記
い
四
十
有
九
篇
、
門
大
戴
礼
詑
い
一
一
一
十
脊
六
篇
、
吋
儀

十

有

七

編

、

皆

の

疏

義

為

り

。

i

間一前

五
、
結
び

黄
道
関
川
が
を
か
く
も
多
く
手
設
問
し
た
理
由
は
、
父
子
君

臣
の
忠
孝
の
倫
理
を
天
下
に
明
ら
か
に
し
、
自
身
が
党
派
を
組
ん
で

政
治
を
乱
す
意
思
な
ど
な
い
こ
と
を
崇
禎
帝
に
訴
え
る
手
段
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
中
市
禎
十
沼
年
、
獄
中
に
お
い
て
書
写
し
た
の

は
、
自
身
の
身
の
潔
自
を
訴
え
る
唯
一
か
つ
最
善
の
方
法
で
あ
っ
た

と
同
時

ι、
『
孝
経
集
結
」
の
執
筆
が
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
と
推
定

す
る
。
そ
の
理
由
は
、
単
に
通
行
本
《
孝
経
》
の
書
写
に
止
ま
ら

ず
、
宙
定
本
で
あ
る
《
孝
経
定
本
》
を
書
写
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
「
第
十
七
本
」
及
び
「
第
一
一
一
十
四
本
」
は
、
室
田
写
回
数
を
表
す

と
向
時
に
、
自
定
本
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
詩
経
「
鶴
風
・
七
月
」
の
「
我
稼
既
問
、
上
入
執
宮

功
、
思
一
議
子
茅
、
宵
爾
索
綿
、
翠
其
乗
屋
、
其
始
播
百
穀
」
は
、
農

夫
が
冬
の
農
隙
の
時
広
、
ま
ず
公
事
の
役
に
服
し
、
し
か
る
後
に
私

家
の
事
を
攻
め
る
、
公
事
を
先
に
し
て
、
私
事
に
及
ぶ
と
い
う
、
よ

く
留
を
愛
し
、
ま
た
よ
く
私
事
を
務
め
た
と
い
う
翻
民
の
古
俗
を
詠

う
も
の
で
あ
る
。
黄
道
局
が
こ
の
詩
を
、
農
民
を
中
心
に
父
母
を
養

う
こ
と
を
説
く
「
庶
人
輩
」
の
末
尾
に
山
引
用
し
た
本
意
は
、
詩
意
を

借
り
て
、
自
身
の
忠
義
心
を
訴
え
つ
つ
、
君
臣
の
義
を
世
に
知
ら
し

め
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
詩
経
「
小
雅
・
(
小
)
宛
」
の
「
戦
戦
競
競
、
如
臨
深
淵
、

如
麗
薄
掠
」
を
で
肢
人
章
」
の
冒
頭
に
震
い
た
の
は
、
一
方
で
、
忠

実
な
人
間
と
し
て
自
ら
、
身
を
慎
み
、
戒
め
て
禍
患
に
中
る
こ
と
を
恐

催
し
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
小
人
批
判
を
す
る
意
図
が
あ
っ
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た
た
め
と
患
わ
れ
る
。

墨
跡
〈
孝
経
》
は
、
政
治
思
想
を
獄
中
か
ら
訴
え
た
警
跡
で
あ

り
、
揚
総
間
関
・
陳
披
甲
ら
孝
徳
の
義
を
踏
み
外
し
た
小
人
に
よ
る
政

治
に
対
し
、
自
己
の
忠
孝
思
想
を
・
明
徳
に
表
出
し
た
書
跡
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
黄
道
局
の
諮
問
跡
中
で
は
、
作
一
再

術
風
格
の
評
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
忠
孝
の
気
概
に
溢
れ
た
内
心

の
世
界
を
異
現
化
し
た
義
跡
と
し
て
、
入
品
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

-五

①
東
京
協
立
博
物
銀
蔵
本
拭
犬
養
木
賞
出
蔵
、
一
向
島
菊
次
郎
楓
氏
寄
贈
で

あ
る
。
紙
本
で
欝
心
毎
葉
二

0
・
0
×
九
・
一
一
加
。
〔
内
題
〕
は
「
孝
経

定
本
い
と
あ
る
。
〔
落
款
〕
は
「
右
経
十
八
章
一
一
一
一
間
三
十
六
匂
一
千
八
百

二
十
七
字
。
/
諸
本
字
句
参
差
、
不
合
経
緯
。
要
以
此
本
為
準
。
/
崇
禎
辛

巴
八
月
、
自
一
饗
庫
下
、
黄
道
局
譲
脅
/
第
一
一
一
十
四
本
」
と
記
し
、
〔
白
文

印
〕
「
黄
道
局
印
」
を
鈴
す
。
{
政
文
〕
は
韓
崇
(
辛
巴
)
と
羅
撰
玉
(
中
間
一

統
庚
寅
)
が
あ
る

2

②
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
本
は
梁
輩
鍍
・
五
世
黙
の
出
蔵
で
、
鳥
給
機

(
界
線
お
よ
び
罫
線
)
が
あ
る
。
十
一
関
の
紙
本
で
蓄
心
毎
葉
二
六
・

一
一
一
×
三
七
・
一
倒
。
〔
内
題
〕
は
「
孝
経
定
本
」
と
あ
る
。
〔
落
款
〕
は

「
右
経
十
八
章
一
千
八
百
二
十
七
字
。
:
:
・
辛
己
秋
深
、
黄
道
局
再
設
問
子

白
雲
醸
下
/
第
十
七
本
」
と
記
し
、
〔
白
文
印
〕
「
道
局
私
印
」
{
朱
文
印
〕

1 

及
び
{
白
文
印
}
「
問
事
不
能
」
〔
朱
文
印
〕
「
…
一
一
公
不
易
」
を
鈴

す
。
(
政
文
〕
は
関
川
~
一
対
話
(
問
治
二
年
)
、
経
惇
街
(
開
治
乙
丑
)
、
毛
弱

体
山
(
向
治
六
年
了
卯
〉
、
裳
保
一
約
一
(
向
治
了
卯
)
が
あ
る
。

3

③
北
京
故
富
博
物
院
議
本
は
十
三
間
の
紙
本
で
、
意
関
心
毎
葉
二
五
・

八
×
一
三
・
九
側
。
(
外
題
〕
に
「
忠
義
本
原
」
(
未
詳
)
・
「
清
玩
」
(
一
般

廷
曾
)
、
{
内
題
〕
は
「
孝
経
定
本
/
黄
道
周
謹
帯
一
一
間
」
と
あ
り
、
{
朱
文
印
}

「fw茄
慶
御
覧
之
縮
問
」
「
石
築
資
笈
」
「
費
笈
一
一
一
編
」
他
ニ
印
を
鈴
す
。
〔
落

款
〕
は
「
右
経
十
八
寧
適
千
八
百
二
十
二
字
。
:
:
:
崇
禎
辛
巴
八
月
、
黄

道
局
再
識
子
白
雲
之
庫
」
と
記
す
。
末
尾
鈴
印
鑑
…
し
。
〔
抜
文
〕
は
局
易

(
務
正
元
年
中
秋
後
四
日
)
が
あ
る
。

4
④
一
括
陽
故
宮
博
物
院
蔵
本
は
五
開
の
紙
本
で
、
害
心
毎
葉
二
ニ
・
五
×

二
回
・
五
郎
。
(
題
接
〕
は
梁
山
舟
書
で
「
石
斎
先
生
室
田
孝
経
真
跡
山
舟

題
簸
」
と
あ
り
、
(
内
題
〕
は
「
孝
経
定
本
/
黄
道
局
謹
晶
一
一
回
」
と
あ
る
。
ま

た
{
敏
文
〕
は
、
梁
山
舟
が
あ
る
。

5

⑤
広
東
省
博
物
館
蔵
本
誌
十
七
関
の
紙
本
。

8

⑤
西
冷
印
社
蔵
本
は
十
五
関
の
紙
本
。
書
心
毎
葉
一
五
×
二
一
ニ
倒
。

7

⑦
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
本
は
絹
本
。

8

③
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
本
は
十
二
関
の
紙
本
で
、
警
心
毎
葉
二
一
ニ
・

四
×
一
一
了
七
的
。
(
内
題
〕
は
「
孝
経
頒
」
と
あ
り
、
{
白
文
印
〕
「
石

斎
」
を
鈴
す
。
(
落
款
〕
は
「
崇
禎
辛
巴
一
元
冬
黄
道
局
頒
井
豊
富
子
白
雲
之

庫
」
と
記
し
、
{
白
文
部
}
「
黄
道
局
印
」
を
鈴
す
。
さ
ら
に
〔
再
識
〕
と

し
て
「
是
作
鎮
之
初
本
、
起
草
未
定
、
有
吏
易
十
余
/
句
及
改
定
数
十
字

者
、
要
其
大
概
。
書
在
初
/
編
時
、
己
凝
寒
筆
硬
、
市
是
編
細
書
、
未

甚
/
涼
州
内
、
不
忍
葉
真
。
後
之
覧
者
、
或
有
諜
其
/
草
創
略
其
迂
疎
。
思
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後
本
以
関
'
足
、
或
井
為
/
之
揚
汰
無
以
塗
銑
始
恕
修
士
、
問
所
願
也
。
/

十
月
初
七
日
道
局
再
頓
首
識
。
」
が
あ
り
、
〔
朱
文
印
〕
「
石
斎
」
{
白
文

印
}
「
黄
幼
平
」
を
鈴
す
。
〔
政
諮
問
〕
に
「
成
豊
十
有
一
年
秋
八
月
五
慶
一
均
一
一
同

斎
絞
敬
続
」
と
あ
り
、
{
政
文
〕
は
糠
構
(
成
農
辛
菌
中
秋
日
て
呉
霊
休
山

(
間
治
了
卯
孟
夏
)
・
李
慶
形
(
虚
白
斎
・
光
緒
改
元
十
月
廿
有
六
日
)
が

あ
る
。た

だ
し
、
以
上
に
挙
げ
た
①
か
ら
③
の
中
で
、
筆
者
が
実
際
に
過
限
し

得
た
の
は
①
の
み
で
、
⑦
③
命
③
は
霞
版
に
よ
る
。
ま
た
そ
の
う
ち
④
は

一
部
分
の
図
版
だ
け
で
あ
り
、
@
め
め
は
図
版
も
未
完
で
あ
る
。

9

洪
思
等
撰
・
侯
真
平
・
婆
曾
泉
校
点
泣
県
道
周
年
譜
附
伝
記
い
福
建
人

民
出
版
社
一
九
九
九
年
九
月
刊
行
「
校
点
前
一
一
一
一

ε
に
拠
れ
ば
、
歴
来
の
著

録
に
次
の
六
種
が
あ
る
。

(1)

明
洪
患
完
典
子
年
一
部
闘
い
(
洪
譜
)

(2)

明
荘
起
備
羽
停
滞
資
先
生
年
譜
」
(
荘
強
制
)

(3)

清
鄭
亦
開
目
見
お
斎
年
譜
い
(
鄭
譜
)

(
4
)

清
賞
五
務
辺
良
忠
烈
公
年
譜
い
(
玉
燐
譜
)

(
5
〉
清
荘
亨
湯
川
北
民
忠
端
公
年
強
制
い
(
亨
腸
諮
)

(
6
〉
一
清
金
光
線
等
吋
先
儒
黄
子
年
譜
集
成
い
(
金
譜
)

た
だ
し

(4)
五
燐
譜
と

(5)
十
字
陽
譜
は
伝
来
し
な
い
。

叩
減
一
窓
滞
・
朱
山
um
業
・
ャ
ゃ
い
一
繋
度
著
吋
歴
代
官
制
・
兵
制
・
科
挙
制
表
釈
い

江
蘇
古
籍
出
版
社
…
九
八
七
年
四
月
刊
行
「
第
一
部
分
中
関
経
代
官
制

鰐
述
i
第
十
五
明
代
宮
制
い
五
七
一
良
お
よ
び
賀
旭
志
編
著
判
中
国
陸
代

職
官
辞
典
い
吉
林
文
史
出
版
社
一
九
九
…
年
十
月
刊
行
「
附
一
一
、
歴
代
官

制
表
!
日
、
明
朝
官
制
表

(
1
)
中
央
官
制
」
六
九
五
頁
参
照
。

日

前

注

9
吋
黄
道
周
年
譜
附
伝
記
」
所
収
「
明
洪
思

勘
記
(
四
六
)
(
四
七
}
に
拠
る
。

ロ
参
照
し
た
年
譜
及
び
伝
記
は
、
前
注
9

「
黄
道
周
年
譜
附
伝
記
」
所
収

に
よ
る
o

u
陳
寿
誤
編
{
明
津
浦
一
黄
忠
端
公
全
集
』
(
内
閣
文
庫
蔵
・
道
光
十
年
刊

本
・
略
称
立
同
月
一
得
浦
集
」
)
に
よ
る
。

り
け
黄
道
局
が
引
く
「
戦
戦
競
競
、
如
臨
深
細
川
、
如
藤
薄
泳
」
は
「
小
雅
・

小
受
」
の
末
一
一
一
匂
で
あ
る
。
「
小
雅
・
小
宛
」
は
「
戦
戦
競
競
、
如
臨
深

淵
」
の
二
匂
の
み
を
末
匂
に
お
く
。
よ
っ
て
「
小
雅
・
小
畏
」
が
正
し
い

と
患
わ
れ
る
。

お
そ
の
他
、
吋
石
斎
先
生
経
伝
九
種
い
、
清
・
在
徳
瑛
輯
ヌ
ワ
古
孝
経
議

刻
い
等
に
も
収
録
さ
れ
る
。
他
に
刊
行
さ
れ
た
濯
を
収
監
関
連
の
書
籍

に
、
次
の
一
一
一
書
が
あ
る
0
2千
経
本
質
〕
一
巻
(
清
・
王
錫
藤
輯
吋
小
方

薮
斎
叢
書
初
集
い
)
、
吋
4
4
4

経
静
義
い
一
巻
(
清
・
侍
寿
形
撰
吋
潜
勤
室
著

述
…
)
、
吋
孝
経
読
本
い
院
巻
(
民
国
・
唐
文
治
輯
「
十
一
一
一
程
読
本
い
)
。
ま

た
こ
の
他
、
立
支
援
に
関
ず
る
著
述
が
吋
黄
海
滞
集
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
で
挙
げ
て
お
く
。
「
審
古
文
孝
経
後
」
(
巻
二
十
二
)
、
「
醤
孝
経
別

本
後
了
「
番
孝
経
鎖
後
」
・
「
書
聖
世
頒
孝
経
頒
後
」
(
以
上
巻
二
十
一
一
一
)
、

「
孝
経
頒
ご
(
以
上
巻
二
十
八
)
、
「
孝
経
耕
栽
」
(
巻

三
十
)
。

校
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